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遺伝子解析件数（FISH, RT-PCR)



中央病理診断（診断支援）の
現状と将来像

小児腫瘍病理診断の
全国ネットワークの構築（案）
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専門病理医による遺伝子解析を含めた病理診断

国立成育医療研究センター
（中央病理診断事務局）
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遺伝子解析施設

免疫染色・FISH・RT-PCR（NCCHD)病理診断担当医
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脳腫瘍 診療施設

中央病理診断事務局（成育）

群馬大学
中央診断担当医

①ガラス標本、凍結検体の提出

②ガラス標本の送
付

③暫定診断名報告

（免疫染色、FISHなど）

国立がん研究センター
（市村先生）

国立大阪医療センター
（金村先生）

④暫定診断名により
凍結検体を送付

⑤分子診断報告書

⑤分子診断報告書
⑥分子診断報告書

⑧分子診断報告書

⑦最終診断報告書

最終診断報告書

最終報告

③暫定診断名報告

脳腫瘍中央診断のフロー
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病理診断部会での意見

•拠点病院を中心に、各地域でネットワークを構築す
ることは可能

•診断（診療）に必要なFISHやRT-PCRを施行することは
可能．

•人件費（病理医や技師の育成費、事務員）、必要な
機器の購入費・メンテナンス費用 などが予算建てさ
れる必要性がある．
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